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講師：株式会社ＡＯＫＩ金沢松村支店店長 藤村 喜仁 氏 

（12/１３～1６）  

スーツ着こなし・ビジネスマナー講座（12/７） 
 
（株）ＡＯＫＩ藤村氏から３年生を対象に、学校制
服以外の就労や冠婚葬祭にふさわしい服装・礼装・
マナーについてその重要性を学びました。生徒は実
践的に着用の練習をすることで、社会人となる準備
をする心構えを学んだようです。 

。 

修学旅行は熊本、長崎方面に行きました。見学地の熊本城では地震から 
の復興に向けた地元の熱意、原爆資料館では平和の尊さを学びました。
有田焼の絵付けで芸術に触れ、長崎市内班別自主研修で、日本文化と 
異国文化の融合を体験し、ハウステンボスで街並みすべてがイルミネー
ションで輝くスケールの大きさに感動していました。最後に大宰府天 
満宮で参拝し、来年の進路実現をお願いしました。 

人の第１印象は「６秒」で決まる！ 
 

～ 保 健 室 か ら ～ 
石川県でも新型コロナウイルス感染症の感染拡大が

続いています。冬休みはイベントが多くなる時期です
が、不要不急の外出は控える、３密を避ける等の感染
対策を徹底し予防に努めましょう。 
また、インフルエンザも流行し始めています。手洗
い、換気を励行し、十分な睡眠、バランスの取れた食
事で抵抗力を高めましょう。予防接種を予定している
人は早めに受けることをお勧めします。 
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体育の授業における練習の成果を試すとともに、普段の    
授業では対戦できない相手と競技を行うことで、より一     
層の技能の向上を図り、クラスの連帯感を高めることを     
目的に行われました。1日目は予選リーグ、２日目は決勝トー
ナメントがおこなわれ、試合の間にＰＴＡより全校生徒に豚汁が
振る舞われ、生徒は豚汁パワーで寒さを吹き飛ばしチーム一
丸で決勝リーグを戦いました。また最後に、Aリーグ優勝３１H
①チームとPTA教員合同チームが対戦し、全校生徒の応援で
盛り上がりました。 

高校卒業後は、先生の強い勧めで北陸鉄道に就職しました。が、１年で退社

することになり、その後、大手運送会社に転職しました。仕事はお客様とドライバ

ーの懸け橋となる電話応対業務でした。はじめは目に見えない相手の意図を汲

み取ることが難しく、心身ともにハードすぎて務まるか不安な時期もありました

が、転職したばかりだったので、３年間は頑張りたいという一心で仕事を覚えま

した。先輩方に教わりながら工夫しやっているうちに、少しずつ仕事が楽しくなっ

てきました。そんな時、電話応対コンクールで石川県代表として全国大会へ何度

か出ることができました。その時、言葉の大切さや、大切なことを伝える力を学べ

たことが、その後の仕事に生かされ、お客様やドライバーから「ありがとう」の言

われることが多くなり、自信となり仕事のやりがいとなりました。また、社内研修

や北信越営業所のリーダー研修、新入社員研修など様々な研修の講師として

呼ばれるようになりました。会社には１５年勤め、とても順調だったのですが、２

人目が産まれてから時間的に両立が難しくなりました。ちょうどその頃に知り合

いから、スキルを活かして仕事をしたらとアドバイスをいただき、「ほめ達」と出会

い資格を取りました。今は介護の会社で事務の仕事をおこないながら、「ほめ

達」講師としても活動するという毎日です。「ほめ達」講師の魅力は、仕事だけで

なく、家庭、その時の環境の中で価値を発見し伝えること、そして、感謝して生き

るヒントを伝えられることが魅力です。今後も「笑顔・元気・女性らしく」を人生の

キーワードとして、潤いのある毎日を過ごしたいと思います。 

（12/21～22） 

葉が多くなり、自分の自信になり仕事のやりがいとなりました。そして、社内研修や北信越営業所のリーダー研修、新

入社員研修など様々な研修の講師として呼ばれるようになりました。会社には１５年勤め、とても順調だったのですが、

２人目が産まれてから時間的に両立が難しくなりました。ちょうどその頃に知り合いから、スキルを活かして仕事をした

らとアドバイスをいただき、「ほめる達人（ほめ達）」と出会い、資格を取りました。今は介護の会社で事務の仕事をおこ

ないながら、「ほめ達」講師としても活動するという毎日です。「ほめ達」講師の魅力は、仕事だけでなく、家庭、その時

の環境の中で価値を発見し伝えること、そして、感謝して生きるヒントを伝えられることです。今後も「笑顔・元気・女性

らしく」を人生のキーワードとして、潤いのある毎日を過ごしたいと思います。 

 

平成７年度卒業（第７期）横山美樹さん 

一般社団法人 日本ほめる達人協会 特別認定講師 
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